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﹁
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
の
認
知

症
基
本
法
﹂
が
２
０
２
４
年
１
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た

背
景
に
は

２
０
２
５
年
に
７
０
０
万
人

︵
高
齢
者
の
５
人
に
１
人
︶
に
達
す
る
と
言
わ
れ

る
認
知
症
の
人
の
増
加
が
あ
る

基
本
法
に
よ


て

国
に
は
認
知
症
施
策
推
進
基
本
計
画
の
策
定

が
義
務
付
け
ら
れ
た
ほ
か

民
間
事
業
者
に
も
認

知
症
の
人
へ
の
﹁
事
業
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範

囲
内
に
お
け
る
必
要
か
つ
合
理
的
な
配
慮
﹂
が
努

力
義
務
化
さ
れ
た


　
認
知
症
と
そ
の
前
段
階
で
あ
る
軽
度
認
知
障
害

︵
Ｍ
Ｃ
Ｉ
︶
を
合
わ
せ
る
と

国
内
だ
け
で
も
１

０
０
０
万
人
を
超
え
る
規
模
と
な
る
中

認
知
症

は

生
活
に
密
着
す
る
多
く
の
企
業
で
無
視
で
き

な
い
テ

マ
と
な

て
い
る

認
知
症
へ
の
対
応

は

﹁
社
会
的
責
任
と
し
て
の
合
理
的
な
配
慮
﹂

で
あ
る
こ
と
を
超
え

企
業
に
と

て
は
ビ
ジ
ネ

ス
チ

ン
ス
で
も
あ
る

認
知
症
と
聞
く
と

も

の
忘
れ
が
想
起
さ
れ
が
ち
だ
が
日
に
ち
や
時
間


自
分
の
い
る
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
る
見
当
識
障

害

見
た
も
の
の
位
置
関
係
が
わ
か
ら
な
く
な
る

視
空
間
認
知
障
害
な
ど
の
機
能
低
下
・
障
害
が
起

こ
り
得
る

中
に
は

視
覚
情
報
の
処
理
能
力
が

低
下
し
て
近
い
色
の
見
分
け
が
つ
き
に
く
く
な
る

場
合
も
あ
る


　
こ
う
し
た
認
知
機
能
の
低
下
に
対
応
し

﹁
認

知
症
に
な

て
も
使
い
や
す
い
﹂
製
品
・
サ

ビ

ス
・
店
舗
で
あ
る
こ
と
は

そ
の
こ
と
に
よ

て

顧
客
か
ら
選
ば
れ

収
益
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る

ま
た

高
齢
化
す
る
ア
ジ
ア
を
含
め
た
世

界
も
見
据
え
れ
ば

認
知
症
は

ベ
ン
チ


に

と

て
挑
戦
し
が
い
の
あ
る
巨
大
市
場
で
あ
る


　
実
際
小
売
業
で
は﹁
ス
ロ

シ


ピ
ン
グ
﹂

等

認
知
症
の
人
へ
配
慮
し
た
対
応
が
広
が
り
つ

つ
あ
る

ス
ロ

レ
ジ
や
ス
タ

フ
に
よ
る
買
い

物
の
サ
ポ

ト
に
注
力
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
は

そ
の
取
り
組
み
が
近
隣
の
住
民

か
ら
支
持
さ
れ

わ
ざ
わ
ざ
タ
ク
シ

に
乗

て

来
店
す
る
人
が
い
る
な
ど

認
知
症
対
応
が
収
益

に
結
び
つ
い
て
い
る
例
も
あ
る

買
い
物
関
連
で

は

使
い
す
ぎ
防
止
な
ど
の
機
能
を
持

た
キ



シ

レ
ス
サ

ビ
ス
を
展
開
す
る
Ｋ
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｕ

等
の
ス
タ

ト
ア

プ
企
業
も
出
て
き
て
い
る


　
ま
た

ガ
ス
機
器
の
リ
ン
ナ
イ
の
よ
う
に

モ

ノ
づ
く
り
に
お
い
て
も

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
認
知

症
対
応
に
取
り
組
む
例
が
出
始
め
て
い
る

同
社

は
福
岡
市
西
部
ガ
ス
メ
デ

ヴ

と
と
も
に


﹁
高
齢
者
や
認
知
症
の
方
に
配
慮
し
た
ガ
ス
コ
ン

ロ
﹂を
開
発
し
２
０
２
４
年
２
月
に
販
売
す
る


認
知
症
に
な
る
と

火
の
消
し
忘
れ
に
よ
る
火
事

を
心
配
し
て
Ｉ
Ｈ
に
切
り
替
え
る
消
費
者
が
多
い

が

新
た
な
コ
ン
ロ
は
﹁
高
齢
に
な

て
も
慣
れ

親
し
ん
だ
ガ
ス
火
調
理
を
続
け
ら
れ
る
﹂
こ
と
を

目
指
し
た
製
品
で
あ
る

カ
ラ

リ
ン
グ
や
音
声

案
内
を
工
夫
す
る
等

コ
ン
ロ
の
炎
が
見
え
や
す

く

消
し
忘
れ
が
防
げ
る
よ
う
な
各
種
の
配
慮
が

行
わ
れ
て
い
る

住
設
機
器
や
家
電
製
品
で
は


今
後
こ
う
し
た
配
慮
が
ス
タ
ン
ダ

ド
に
な

て

い
く
だ
ろ
う


　
衣
服
や
下
着
も
今
後
開
発
が
期
待
さ
れ
る
領
域

だ

視
空
間
認
知
障
害
に
よ

て
衣
服
の
脱
ぎ
着

に
困
難
を
抱
え
る
認
知
症
の
人
が
少
な
く
な
い
か

ら
だ

靴
下
を
扱
う
大
醐
は

﹁
靴
下
を
う
ま
く

履
け
な
く
な

て
外
出
が
減

た
﹂
と
い
う
当
事

者
の
声
を
受
け
て

履
き
口
が
わ
か
り
や
す
く


か
か
と
を
な
く
す
こ
と
で
左
右
・
前
後
ろ
が
な
い

靴
下
を
開
発
・
販
売
し
て
い
る

下
着
を
含
む
ア

パ
レ
ル
分
野
で
は

同
様
の
大
き
な
潜
在
市
場
が

眠

て
い
る
可
能
性
が
高
い


　
こ
う
し
た
製
品
・
サ

ビ
ス
の
開
発
で
鍵
を
握

る
の
は

ユ

ザ

で
あ
る
認
知
症
の
人
の
声
を

開
発
に
生
か
す
こ
と

す
な
わ
ち
当
事
者
参
画
型

の
開
発
だ

企
業
が
認
知
症
当
事
者
と
接
点
を
持

つ
こ
と
は
一
般
的
に
は
ハ

ド
ル
が
高
い
か
も
し

れ
な
い
が

日
本
総
研
が
事
務
局
を
務
め
る
経
済

産
業
省
の
﹁
オ
レ
ン
ジ
イ
ノ
ベ

シ

ン
・
プ
ロ

ジ

ク
ト
﹂や
福
岡
市
等
の
自
治
体
に
お
い
て


企
業
と
当
事
者
と
の
共
創
を
支
援
す
る
仕
組
み
も

広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
う
し
た
仕
組
み
も
活
用
し


認
知
症
当
事
者
の
ニ

ズ
を
捉
え
た
製
品
・
サ


ビ
ス
が
当
た
り
前
に
な

て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い

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ま
で
お
願
い
致
し
ま
す


　
　
　
　
︵
４
月
１
日
付
︶

　
▽
取
締
役
会
長

満
岡
次

郎
︵
代
表
取
締
役
会
長
︶


　
▽
取
締
役

池
山
正
隆

︵
代
表
取
締
役
副
社
長
執
行

役
員
︶


　
▽
代
表
取
締
役
副
社
長


盛
田
英
夫
・
取
締
役
常
務
執

行
役
員
航
空
・
宇
宙
・
防
衛

事
業
領
域
長


　
▽
常
務
執
行
役
員

二
瓶

清
・
産
業
シ
ス
テ
ム
・
汎
用

機
械
事
業
領
域
長
︵
執
行
役

員
営
業
統
括
本
部
長
︶

浜

田
義
一
・
経
営
企
画
部
長

︵
執
行
役
員
法
務
部
長
︶


福
岡
千
枝
・
高
度
情
報
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
統
括
本
部
長
︵
執

行
役
員
技
術
開
発
本
部
副
本

部
長
︶

佐
藤
篤
・
航
空
・

宇
宙
・
防
衛
事
業
領
域
長

︵
執
行
役
員
航
空
・
宇
宙
・

防
衛
事
業
領
域
副
事
業
領
域

長
︶


　
▽
執
行
役
員

仲
俣
千
由

紀
・
航
空
・
宇
宙
・
防
衛
事

業
領
域
副
事
業
領
域
長
︵
航

空
・
宇
宙
・
防
衛
事
業
領
域

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ソ
リ



シ

ン
セ
ン
タ

長
︶

山

本
建
介
・
事
業
開
発
統
括
本

部
副
本
部
長
︵
事
業
開
発
統

括
本
部
副
本
部
長
︶

小
澤

典
明
・
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ


・
環
境
事
業
領
域
副
事
業
領

域
長
︵
顧
問
︶


　
▽
退
任

小
宮
義
則
︵
常

務
執
行
役
員
︶

茂
垣
康
弘

︵
同
︶

鬼
束
和
宏
︵
執
行

役
員
︶


　
※
小
宮
氏

茂
垣
氏
は
顧

問
︵
エ
グ
ゼ
ク
テ

ブ
・
フ


ロ

︶

鬼
塚
氏
は
産
業

シ
ス
テ
ム
・
汎
用
機
械
事
業

領
域
エ
グ
ゼ
ク
テ

ブ
・
デ


レ
ク
タ

に
就
任
予
定


︵
６
月
下
旬
株
主
総
会
後
︶

　
▽
取
締
役
常
務
執
行
役
員


森
岡
典
子
・
戦
略
技
術
統

括
本
部
長
︵
常
務
執
行
役
員

戦
略
技
術
統
括
本
部
長
︶

　
▽
常
勤
監
査
役
宝
蔵
寺
多

恵
︵
内
部
監
査
部
長
︶


　
▽
退
任

池
山
正
隆
︵
取

締
役
︶

新
村
高
志
︵
常
勤

監
査
役
︶


　
※
池
山
氏
は
顧
問
︵
エ
グ

ゼ
ク
テ

ブ
・
フ

ロ

︶

新
村
氏
は
顧
問
に
就
任
予

定


　
　
　
　
︵
４
月
１
日
付
︶

　
▽
代
表
取
締
役
会
長
執
行

役
員

八
嶋
浩
一
︵
代
表
取

締
役
社
長
執
行
役
員
︶


　
▽
代
表
取
締
役
社
長
執
行

役
員

桜
田
治
・
商
船
三
井

常
務
執
行
役
員


　
▽
取
締
役
専
務
執
行
役
員


野
村
一
彦
︵
常
務
執
行
役

員
︶


　
▽
退
任

伊
関
隆
之
︵
取

締
役
専
務
執
行
役
員
︶

坂

屋
広
樹︵
常
務
執
行
役
員
︶

古
川
泰
史
︵
同
︶


　
※
伊
関
氏
は
顧
問

坂
屋

氏
はM
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古
川
氏
は
エ
ム
オ


エ
ア
ロ
ジ
ス
テ


ク
ス


ハ

モ
ニ

ト
ラ
ン
ス
ポ


ト
社
長
に
就
任
予
定


︵
６
月
下
旬
株
主
総
会
後
︶

　
▽
社
外
取
締
役

ウ

ン

・
ラ
イ
・
ヨ
ン
三
輪
美
恵


　
▽
退
任

永
田
晴
之
︵
社

外
取
締
役
︶


　
　
　
　
︵
４
月
１
日
付
︶

　
◇
機
構
改
組

︻
機
能
部
門
︼

︵
１
︶
総
合
企
画
本
部

　
総
合
企
画
本
部
を
廃
止
す

る


︵
２
︶
営
業
戦
略
部

　
農
中
・
三
井
物
産
リ
レ


シ

ン
室
を
新
設
す
る


︵
３
︶事
業
開
発
部︵
新
設
︶

　
事
業
開
発
部
を
新
設
し


営
業
戦
略
部
傘
下
の
事
業
開

発
室
を
事
業
開
発
部
傘
下
へ

移
設
す
る


︻
営
業
部
門
︼

︵
１
︶
東
日
本
営
業
本
部

　
農
林
水
産
本
部
傘
下
の
札

幌
支
店
を
東
日
本
営
業
本
部

傘
下
へ
移
設
す
る


︵
２
︶
三
井
営
業
本
部

　
三
井
物
産
営
業
推
進
部
を

三
井
営
業
推
進
部
に
改
称
す

る


　
◇
人
事
異
動

三
井
営
業
本
部
長

　
常
務
執
行
役
員

　
　
　
　
　
　
野
瀬
　
道
広

審
査
部
長
︵
㈱
日
本
包
装
リ


ス
代
表
取
締
役
社
長
︶

　
執
行
役
員
　
小
川
　
　
毅

経
営
管
理
部
副
部
長
兼
経
営

管
理
部
経
営
管
理
室
長
兼
事

業
開
発
部
副
部
長
︵
総
合
企

画
本
部
営
業
戦
略
部
副
部
長

兼
総
合
企
画
本
部
営
業
戦
略

部
事
業
開
発
室
長
兼
総
合
企

画
本
部
経
営
管
理
部
副
部
長

兼
総
合
企
画
本
部
経
営
管
理

部
経
営
管
理
室
長
︶

　
　
　
　
　
　
川
原
　
正
美

経
営
管
理
部
広
報
Ｉ
Ｒ
室
長

︵
総
合
企
画
本
部
海
外
統
括

部
海
外
統
括
室
長
︶

　
　
　
　
︵
４
面
に
続
く
︶

　
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
イ
ン
シ

ア
ラ
ン
ス
グ
ル

プ
ホ

ル

デ

ン
グ
ス︵
原
典
之
社
長
︶傘
下
の
三
井
住
友
海
上
火

災
保
険︵
舩
曵
真
一
郎
社
長
︶あ
い
お
い
ニ

セ
イ
同

和
損
害
保
険︵
新
納
啓
介
社
長
︶は
国
が
発
行
す
る
Ｇ
Ｘ

︵
グ
リ

ン
・
ト
ラ
ン
ス
フ


メ

シ

ン
︶経
済
移

行
債
に
合
計

億
円
を
投
資
す
る
２
０
５
０
年
の
温

暖
化
ガ
ス
の
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
た
め
の
新
し

い
国
債
で

年
間
で

兆
円
規
模
を
調
達
す
る


　
国
が
発
行
す
る
世
界
初
の

ト
ラ
ン
ジ
シ

ン
ボ
ン
ド

︵
脱
炭
素
へ
の
移
行
プ
ロ
ジ


ク
ト
に
資
金
使
途
を
限
定

し
た
債
券
︶
で

発
行
日

︵
第
１
回
︶
は
２
月

日


発
行
予
定
額
８
０
０
０
億
円

に
対
し
て
約
３
倍
と
な
る
約

２
兆
３
２
０
０
億
円
の
応
札

が
あ

た

落
札
利
回
り
は

０
・
７
４
％

Ｇ
Ｘ
経
済
移

行
債
は
﹁
つ
な
ぎ
国
債
﹂
と

し
て

年
間
で

兆
円
規
模

を
発
行
し

カ

ボ
ン
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
導
入
の
成
果
と
し

て
将
来
得
ら
れ
る
歳
入
を
償

還
財
源
と
す
る


　
国
は
昨
年

国
際
市
場
協

会
︵
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ａ
︶
の
国
際
基

準
に
基
づ
き

資
金
使
途
を

ま
と
め
た
フ
レ

ム
ワ

ク

を
策
定

国
際
的
な
評
価
機

関
の
デ

ト
・
ノ
ル
ス
ケ
・

ベ
リ
タ
ス
及
び
国
内
の
日
本

格
付
研
究
所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｒ
︶
か

ら
認
証
を
取
得
し
た

フ
レ


ム
ワ

ク
は
資
金
使
途
に

応
じ
て
６
つ
の
カ
テ
ゴ
リ


に
分
類
さ
れ
て
お
り

排
出

削
減
と
産
業
競
争
力
強
化


経
済
成
長
の
実
現
に
貢
献
す

る
分
野
へ
の
投
資
に
優
先
順

位
を
つ
け
て

民
間
だ
け
で

は
投
資
判
断
が
困
難
な
事
業

を
対
象
に
す
る


　
資
金
使
途
の
カ
テ
ゴ
リ


は

①
エ
ネ
ル
ギ

効
率
化

に
資
す
る
事
業

②
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ

事
業

③
低

炭
素
・
脱
炭
素
エ
ネ
ル
ギ


事
業

④
ク
リ

ン
な
運
輸

事
業

⑤
環
境
適
応
商
品


環
境
に
適
応
し
た
生
産
技
術

及
び
プ
ロ
セ
ス

⑥
生
物
自

然
資
源
及
び
土
地
利
用
に
係

る
持
続
可
能
な
管
理

サ


キ

ラ

エ
コ
ノ
ミ

の
６

つ

企
業
が
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ

に
価
格
を
つ
け
る
カ

ボ
ン

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
政
策
と
先

行
投
資
支
援
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
排
出
削
減
と
経
済

成
長
を
両
立
さ
せ
る


　
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
は

﹁
日
本

政
府
の
Ｇ
Ｘ
推
進
戦
略
に
向

け
た
先
行
投
資
を
支
援
し


Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
と
持
続
可

能
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す

る
﹂
と
し
て
い
る


　
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険

︵
舩
曵
真
一
郎
社
長
︶
は
自

動
車
事
故
の
受
付
に
Ａ
Ｉ
音

声
サ

ビ
ス
を
２
月
か
ら
導

入
し
た

台
風
や
地
震
な
ど

の
自
然
災
害
時
は
事
故
連
絡

が
集
中
す
る
た
め

コ

ル

セ
ン
タ

業
務
が
ひ

迫
し

た
り

感
染
症
の
拡
大
で
受

付
要
員
が
確
保
で
き
な
い
な

ど
の
事
態
を
防
ぐ
狙
い

自

動
車
保
険
の
み
で
﹁
本
人
が

怪
我
を
し
て
い
な
い
こ
と
﹂

﹁
相
手
が
い
な
い
単
独
事
故

で
あ
る
こ
と
﹂
﹁
車
を
レ


カ

搬
送
す
る
必
要
が
な
い

こ
と
﹂を
対
象
条
件
と
す
る


　
事
故
受
付
セ
ン
タ

へ
架

電
し
た
際
に
対
象
条
件
に
よ


て
Ａ
Ｉ
自
動
音
声
に
よ
る

対
応
か

従
来
通
り
の
オ
ペ

レ

タ

対
応
か
分
か
れ

る

来
年
６
月
頃
ま
で
に
火

災
保
険
や
傷
害
保
険
の
事
故

受
付
に
も
Ａ
Ｉ
音
声
サ

ビ

ス
を
導
入
す
る
考
え

Ｍ
Ａ

＆
Ａ
Ｄ
グ
ル

プ
内
へ
ノ
ウ

ハ
ウ
の
共
有
を
進
め
る


　
三
井
ダ
イ
レ
ク
ト
損
害
保

険
︵
河
村
隆
之
社
長
︶
は
イ

オ
ン
グ
ル

プ
で
利
用
で
き

る
﹁
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
︵
ワ
オ
ン
︶

ポ
イ
ン
ト
﹂
が
還
元
さ
れ
る

ネ

ト
型
の
自
動
車
保
険
と

バ
イ
ク
保
険
を
始
め
た

ホ


ム
ペ

ジ
画
像

Ｑ
Ｒ
コ


ド

ワ
オ
ン
ポ
イ
ン
ト
の

会
員
向
け
に
拡
大
を
図
る
考

え

契
約
者
に
は
年
間
保
険

料
の
１
％
分
を
ポ
イ
ン
ト
還

元
す
る

１
契
約
に
つ
き
３

０
０
０
ポ
イ
ン
ト
ま
で


　
さ
ら
に
イ
オ
ン
マ

ク
の

カ

ド
払
い
で
決
済
金
額
の

０
・
５
％
分
か
ら
最
大
１
・

５
％
分
を
ワ
オ
ン
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
還
元
す
る

同
社
は

事
業
者
と
連
携
し
た
ポ
イ
ン

ト
還
元
型
の
自
動
車
保
険
を

展
開
し
て
お
り

昨
年
は
三

越
伊
勢
丹
の
﹁
エ
ム
ア
イ
カ


ド
﹂
で
ポ

イ
ン
ト
上
乗

せ
サ

ビ
ス

を
始
め
た



